自分 は 菊 池 寛と 一 しょに いて、 気づ まりを 感じた 事 

は 一度 もない。 と 同時に 退屈した 覚え も 皆無で ある。 

菊 池と なら 一 日 ぶら/ \し ていても、 飽きる ような 事 

はな かろうと 思う。 (尤も 菊 池 は 飽きる かも 知れない 

が、) それと 云う の は、 菊 池と 一 しょに いると、 何時も 

兄貴と 一 しょに いるよう な 心 もちが する。 こっちの 善 

い 所 は 勿論 了解して くれる し、 よしんば 悪い 所 を 出し 

て も 同情して くれそう な 心 もちが する。 又 実際、 過去 

の 記憶に 照して 見ても、 そうでなかった 事 は 一度 もな 

い。 唯、 この 弟た るべき 自分が、 時々 向う の 好意に も 

たれ か、 つて、 ある まじき 勝手な 熱 を 吹く 事 も あるが 



それさえ 自分に 云わせる と、 兄貴ら し い 気がすれば マ J 

そで ある。 

この 兄貴ら しい 心 もち は、 勿論 一部 は 菊 池の 学殖が 

然しめ る 所に も 相違ない。 彼の カルテ ユア は 多方面 

で、 しかも それぐ に 理解が 行き届い ている。 が、 菊 

池が 兄貴ら しい 心 もち を 起させる の は、 主として 彼の 

人間の 出来 上って いる 結果 だろうと 思う。 では その 人 

間と は どんな もの だと 云う と、 一 口に 説明す る 事 は 困 

難 だが、 苦労人と 云う 語の 持って いる 一 切の 俗気 を 

洗って しまえば、 正に 菊 池 は 立派な 苦労人で ある。 そ 

の 証拠に は 自分の 如く 平生 好んで 悪辣な 弁舌 を 弄する 



人間で も、 菊 池と 或 問題 を 論じ 合う と、 その 議論に 勝 つ 

た 時で さえ、 どうも こっちの 云い 分に 空疎な 所が ある 

ような 気がして、 一 向 勝ち 映えの ある 心 もちに なれな 

い。 まして こっちが 負けた 時 は、 もの、 分った 伯父 さ 

んに 重々 御尤な 意見 をされ たような、 甚 憫然な 心 もち 

になる。 いずれにしても その 原因 は、 思想な り 感情な 

りの 上で、 自分よりも 菊 池の 方が、 余計 苦労 をして い 

るから だろうと 思う。 だから も つ と 卑近な 場合に して 

も、 実生活 上の 問題 を 相談す ると、 誰よりも 菊 池が こ つ 

ちの 身に なって、 いろ/ \考 を まとめて くれる。 この 

こっちの 身になる と 云う 事が、 我々 —— 殊に 自分に は 
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